
【取組内容④】 全職員で作成する職員室情報ボード

春日井市立松原小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

昨年度までは、職員室の黒板に日付や当日の予定を教務主任がチョークで書いていました。今年度から、
職員室前方の大型モニターに、Googleスライドで作成した本日の予定を表示しています。このスライドの
URLを全職員に共有しているので、職員は職員室以外からも閲覧することができます。また、編集権限を全
職員に付与しているので、必要事項を誰でも追記・修正することができます。「朝の忙しい時間帯に教室か
らも確認できる」「職員室に行かなくても最新情報が分かる」と、職員からは肯定的な声が多数上がってい
ます。

教務主任入力
全体

教頭入力
行事の延期

清掃担当入力
明日の持ち物

行事担当入力
事前指導の依頼

学級担任入力
ALTの時間変更

職員室情報ボードに表示されている本日の予定

ドリル



【取組内容②】 ４学級同時に行う、校内オンラインを活用した外部講師による焼き物づくりの学習

春日井市立松原小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

送信教室のようす 受信教室のようす

児童の作例

外部講師を招き、５年生４学級同時に焼き物づくりの学習を行いました。その際、
Google Meetを活用しました。送信教室は、カメラ、マイク、Chromebookを設
置し、映像と音声を受信教室に届ける形で実施しました。外部講師が粘土を用いて
手本を示す際には、手元を大きく映して児童に見えるようにしました。
本来であれば、各学級３時間、計12時間、外部講師の方にお越しいただく必要

があります。しかし、この形であれば３時間で４学級実施することができます。依
頼が難しい学年規模の大きい学校でも、様々な外部講師の方に来ていただくことが
できます。また、Meetの録画機能を用いて録画をしました。当日欠席した児童も、
後日、動画を見ながら焼き物づくりをすることができました。



【取組内容③】 「端末活用プラスα」の配付による家庭での自主的な学習の促進

春日井市立松原小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

端末持ち帰りを始めると、保護者の方から「なぜ重たい端末を毎日持ち帰らせるのですか」と、質問をい
ただくケースがあります。また、担任の先生からも「毎日、端末を使った課題を出すのは大変です」と相談
をいただくことがあります。本校では、「端末活用プラスα」を２年生以上の家庭に配付し、学習端末持ち
帰りの意義を伝えると同時に、学校から課題が出なくても各家庭で自主的に活用してもらえるよう活用事例
を示しています。本校では、本文書の配付によって各家庭の理解を得て、２年生以上で日常的に端末の持ち
帰りを行っています。

２〜４年生版（一部） ５、６年生版（一部）

タイピングソフト

クラウド上で利用可能な


